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小■、鰻が好きである。子供のころは捕まえることに懸命で、折戸湾から清見寺浜や興

鰻と言えば「うな丼」「うな重J.これまで何百1T頂いたか勁定が出来るはずもないが、
一度た0と も裏●lられたことはない.

江●は式,「ヤツメウナギJ、 有根湧水の三島うなざ。安倍
"伏
流水の静岡.大井川の

島口やキFl.浜 t_tでは音来でお世話になる度に御馳走になり、西は九州柳川・福岡。韓国て
は、ど楽人たちか接4..し て呉れた「キムチJで全べる「ソウルうな市J等 .々今でもその時
々のオせ気が思い出せそうに思われる。

ll宅のあった鳥坂の 時 福亭』は、豪勢・豪快 美味・ 低廉なうなぎを提供しており
我が家では月に 度は出前してもらうことが定例化していた.親父さんの「こだわりJで
「うな重 大」では ,匹半がドンと栞って、収まつ切れぬうなさがはみ出していた。

こららヽ 来て 2年以上うなきに巡り合わない。ll宅から少し離れた所に「 うなぎ」の子
板があるが、■11そ うな料亭であり、F・lこ う鉢巻きの親父さんが渋紙を張った大きなウチ

ワを「′tタ バタJと
',い
て旨そうな匂いを撤き散らし「ニイちゃん !金がねえならtJいだ

けでも嘆いで,き な !Jと大声で燿る静岡の店とは大きく葦っている.
奈良

"部
に「うなぎ提JtJ店があると円き、遠路を通しとせず出掛けてみたが、11て来

たF4理にびっくつ! いろいろと椀や小皿が並んだが、lf心のうなぎはいとも慎ましく小
さく控えているだけで¨¨マッタク参った参った驚イク.

一年も食べないと体が疼き、■年では,か らびる,以前
'ま

むし』く真
=し
)と呼ばれて

|さ すが大阪Jと唸らせた道頓堀にも,I戸風が見当たらず、近代的なビルのレストラン街
ては、ウインドウ内の自餃上に洋ました顔のうなさがいるば・|り ,大阪案内本によれば
「うなどは関東では庶民の食い物 関西では金満家の懐石料理J だそうだ。ナル■卜,

″川までJl大を凝らして遊んで廻ったが、今回はIIIう 話である.
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2、  二 上 山 と イ言1言「

私にとっての「山」は r富士山Jだが、こちらで
心憲されるのは「二上山J。 「ふたがみやま」と

が「ニショウザンJと呼ばれているらしい。

我が家の上空、大阪方面へ航空機がゆっくり通

るが、その下が生駒山で日本平に似た山。

続 く南の日立つ二療の山が二上山(515■・47● )。

独立峰に見えるが、大阪へ続く山並みの一つて休

火山。貴重なサヌカイトなどが採取されるという。

邪 F.台 。大和・ 飛嗜・奈良時代。庶民は税と者

役で苦しみ、貴人たちはIlみ どろな政争に明け暮

れた。とりわけ大君く天皇〉の死は騒乱で 出 こヽ_
誰が天皇になるかによって生死が逆転する。風見

鶏では身の破滅だから、天皇のt骸を前にして大
声で哭きながら周囲を伺って暗闘を展開させる。

哭くtt草は重要で、大勢で泣くのを哭臨(a,ん )

と言うが、大和の哭きは代月があり、その一つが

r視歌(師か)Jでぁる。亡き人のことを歌にして

唱えるもので、この作歌に優れていた柿本人麻呂は出自不明者ながら、その4歌の素晴ら
しさから万葉集などに記録されて後世に名を残したのであろう。

奈良南部・葛城市、近蠍新庄駅の事の r柿本神社Jの祭りを「チンボンカンボン祭Jと
いうそうだ。打楽器音のようだし、柿本人麻日の墓もあることなので、細かいことを聞き

たいと思い、すぐ近くの葛城市役所へ行ったが「人麻昌についての文学的な質問なら人を

紹介できるが、音楽的なことは判らない」とのこと。

「哭き」や「概歌」に代わる手段が『笛Jである。
古代の日本の管は「 出土品Jもなく詳細不明だが、世界の例に使えば、身近な管状のも

の(章・竹働 物の
=〉
に息を吹き付けて鳴らし、短管で横吹きと縦吹きがあったはずである。

指穴がない時代だから旋律は吹かず、鋭い音で哭き声に代えていたであろう。この管吹き

たちの居住地が二上山市方の葛城山の東董―帯らしい。

大三や貴族の事は大和の東西南北各地にあるが、仏教思想と共に西方にな土があると考

え、都の飛鳥から二上山を西へ越えた辺りが崚墓となり、ここを「近ツ飛鳥Jという。
ここには餃達帝陵を皮切りに多くの天皇陵が並び、聖徳太子墓や小野球子菫もあるし、

その先に「仁薇天皇陵Jも ある。飛鳥の管吹きたちは葬列に付き添い、悲しみの音を響が

せながら、夜間に山を越えたのであろうか。(昭和天皇の葬犠に従事した人の話では、真っ

暗な宮殿の廻りに配置された薬人が、薬譜も無い曲を絶え絶えに吹いたという。)
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θ、 一 楽 が あ る か 43ン‐気 /5 2

薇 Tl大学教市学詢
`で

汗楽をⅢ攻した者の 2年に 1度の懇親会に参加してきた.

1‐ 1,9叶から始まり、年後 3時 までの6時間.遅刻も,工 も白IIで、慧人都合が
'1能
だが、

70歳過ぎの者にはかなりの体力が必要な懇撥姿である.
最 llの 1時間は自由交流と演奏準備.続 く2時 呵が演奏発表で今

「
lは 20氣いて発表した。

独|: ビ7ノ  バイオリン・ リコーダー コカリナ写の独羨やi賽 さらに舞蹄など。内容
が様
'な
のは当然として、積み重ねて来た年輪模様が面白かった。

|・L●資料に欠席者の・
|・ユ報告と

`“

1者の 一言メッセージがあり、発表されたど来の襄打

ちもされているように■えるので、その幾つかをに名で掲げてみる。

A(欠席)腰痛悪化歩行困難だが、′ヽ一モニカ人合奏でラデ ′キ行進山に彙り組んでいる
☆ 彼はリコーダーでも

``な
指事者で、僣オtた作

「
.が県制定の教11本にある.

3(久府)グ ーク グックスごぅこを始め、外国人との合,も活発にしている。
C‐ 40年育成した少年少女今唱団を解散し、生ル教育に転身。☆彼は学′L昨代から駄洒落

の好きな倫快なりだった力ヽ 本日も薇メ会の11に聞かせる
'嶼
演´ 簡単な歌を用い

ての身体運動等、ユーモ7●れる素IFiら しい指導者Stり である.有 顔郵 |。

D― ☆ 大学時代、シ=バ ンをパラパラ0と ,き 、エチュードに感戦よ蘭している我らt
量を「■́ ッJと 言わせた男.1口変わらすの選人ぶりできさんの伴奏に大活躍.

E‐悪性肛場で2月 入院・ 3月 退眈.☆ そんな彼がサンク・ルチアを原語でll嘔 .脱僣 !

F‐ 80歳になりました.☆ その従が「アマリリ ミアベル」を原語独鳴.敗村 !
G‐掏l■・圧迫骨lFでコルセット生活 ☆彼女が披露したドビ ,シ ーの「夢Jま かi齢の絶品。

H&I― ☆ご夫婦で「コカリナの
`W講
師J不白山な楽器が■み出すtl炒の音楽。

午後は,l・と思まだったが、なかなか体ませてくれず、学
′1峙 〔ヽに H演 したオペラの復

活レ″演奏も、悽かしの合唱名山の再資も全it参加.=夫すくめて
'後
307に II会を約し

て解紋した。皆さん体力あるね.オ レは来年参力1できるかな??
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奈 良 ″ 俳 句 2二 ′::柳

平城七代 皇陵巡 つぶ惜 しむ
花万桑 西行■の静まれ り
t工八工 山吹この中●ヤ
宮跡で 古代をl.・ふ鷹の狩 り
竜●川 山かれば花も山が りお り
X平の健脚道を ドライブす

二代 :1 継 ぐと決めたる本「 |,つ

池の L  閃あつて 夏丼
夜 II喪や 天狗降 り来る杉木立
若業 tlえ  万美人に成 りかわる
啓■の F●を知 らせる十の鐵

夏に入る影を泄 くして 'ヒ円
=

いつもの■泉名主と馴染み客の会計

「ォッチャン、ええ湯や
ろが7?

オッチヤシ、男前にならはつたデ
エ |

na「オッチヤン、オッチヤン言うな

フイはま―ンだ若いンじゃけ
~に
J

「コラ済まなンだ。はなら
ニイチヤン

,お機つ?J na「 やつと70ヤ J(爆笑〉
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